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過
日
作
家
の
浅
田
次
郎
氏
の
講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
江
戸
時
代
に
学
ぶ
」
、

大
変
分
か
り
や
す
く
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
と
く
に
二
つ
の
数
字
が
印
象
に
残
っ
た
。 

 

一
つ
は
江
戸
の
土
地
利
用
状
況
で
、
大
名
屋
敷
、
町
人
地
域
、
寺
社
の
占
め
る
割
合
が
、
七
対
二

対
一
で
あ
っ
た
と
教
え
ら
れ
た
。
圧
倒
的
に
大
名
屋
敷
が
広
か
っ
た
の
に
驚
い
た
。 

 

こ
れ
が
遷
都
、
新
政
府
発
足
を
大
い
に
助
け
た
と
い
う
。
維
新
で
江
戸
に
い
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
大
名
の
屋
敷
跡
が
大
い
に
活
用
で
き
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
官
庁
街
や
公
共
施
設
（
上
野
公
園
）
、

練
兵
場
等
の
整
備
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
大
名
屋
敷
に
は
緑
が
多
か
っ
た
お
蔭
で
東
京

に
は
楠
を
は
じ
め
緑
が
多
い
。 

  

も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
七
十
俵
五
人
扶
持
」
。
こ
れ
は
御
徒
組
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
徒

と
呼
ば
れ
る
下
級
武
士
の
俸
給
（
元
公
務
員
の
私
に
は
薄
か
っ
た
月
給
袋
よ
り
有
難
み
が
感
じ
ら
れ

る
）
。
七
十
俵
を
切
米
、
五
人
扶
持
を
扶
持
米
と
呼
び
、
切
米
は
年
三
回
（
春
、
夏
、
暮
）
、
扶
持
米

は
一
人
一
日
五
合
の
計
算
で
毎
月
支
給
さ
れ
た
。 

 

俵
と
い
う
単
位
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
俵
は
四
斗
（
四
〇
〇
合
）
で
、
一
合
は
一
五
〇
グ
ラ
ム
な

の
で
六
〇
キ
ロ
に
な
る
。
昔
は
一
俵
を
担
ぐ
と
力
持
ち
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
ま
た
、
介
護
さ
れ
る

た
め
に
は
体
重
を
六
〇
キ
ロ
以
下
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
、
と
聞
い
た
の
も
成
る
程
だ
。 

 

一
日
五
合
と
い
う
の
は
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
氏
に
よ
れ
ば
明
治
以
降
日
本
の
軍
隊
で
は
一
人
一

日
六
合
が
基
準
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
一
合
を
炊
い
た
ご
飯
は
茶
碗
二
杯
分
と
い
う
か
ら
、
昔
の
人
は

よ
く
食
べ
た
も
の
だ
。
ま
さ
に
主
食
だ
。 

 

た
だ
し
米
が
主
食
と
い
っ
て
も
、
皆
が
皆
米
の
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
。
白
米
の
ご
飯

は
滅
多
に
口
に
で
き
な
か
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。
そ
の
貴
重
な
米
の
存
在
感
が
近
年
薄
れ
て
い
る
の

は
寂
し
い
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
氏
も
言
っ
て
い
た
。 

米
が
長
年
に
亘
っ
て
日
本
の
社
会
、
文
化
の
基
盤
で
あ
っ
た
の
は
疑
い
が
な
い
。
旅
に
出
て
車
窓

か
ら
田
ん
ぼ
を
眺
め
て
い
る
と
、
私
達
の
先
祖
は
こ
の
田
ん
ぼ
で
何
十
年
、
何
百
年
営
々
と
働
い
て

き
た
の
だ
、
こ
れ
が
日
本
な
の
だ
と
い
う
感
慨
を
覚
え
る
。 


